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 要  旨 
個人の購買履歴や位置情報，診療履歴などを集積して直接，あるいはマイニングを通じて利用
することにより高度なサービスが可能となるが，個人情報の漏えいが問題となる．また，クラウ
ドコンピューティングにおいても個人情報や機密情報を守りながら外部に預ける必要がある．こ
のように情報の活用と保護の両立がますます重要になっている．この問題を解決する手法として，
秘匿計算が知られており，電子投票やアンケート集計，データベースなどに幅広く応用が検討さ
れている．しかし，秘匿計算はプロトコルの参加者間で大量の通信が必要になる点が問題となっ
ている．例えば 32ビットの秘密情報 a, bに対する等号判定 a = bを 5人の参加者で行う場合，
通信の総データ量は 200キロバイトを超える．特に大量の秘密情報を扱う場合，通信量が膨大に
なるため秘匿計算のさらなる効率化が必要である．そこで，本研究では従来とは異なる二つの視
点から秘匿計算の効率化を行った． 
第一の視点は，要素視点からの効率化である．従来の秘匿計算では，乱数共有プロトコルが多
くの上位レベルプロトコルに用いられているにもかかわらず，非効率的であった．この共通した
ボトルネックを解消することで，秘匿計算全体の効率化を行った． 
第二の視点は，応用視点からの効率化である．秘匿計算の応用先となる一般的なシステムでよ
く必要となる一連の処理の効率化を検討し，論理式F1 ∨ ⋯∨ 𝐹𝑡など四つの一括化手法を提案した．
さらに提案手法を拡張し，論理和と論理積で構成される任意の論理式の一括化手法についても提
案した． 
二つの視点から提案した乱数共有プロトコルと一括化プロトコルは併用可能であり，本論文で
は実用的な三つの応用例として秘密分散データベースに対する検索を示した．ℓビットのデータに
対する通信量は，最初の例で約 1/81ℓ，二番目の例で 1/100以上，三番目の例で 1/40以上削減さ
れる．このように，提案手法は幅広い場面に適用することができ，処理コストを大幅に削減する
ことができる． 
 
